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六
年
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で

Ｌ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
六
年
間
の
小
学

校
で
の
生
活
が
終
わ
り
ま
す
。
前
半

は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

制
限
の
多
い
日
々
で
し
た
が
、
高
学

年
に
な

つ
た
今
は
、
制
限
の
な
い
毎
日
で
大
き
く
成
長
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
四
郷
小
学
校
五
十

年
目
の
節
目
の
年
に
卒
業
し
ま
す
。
五
十
周
年
に
あ
た
り
、

四
郷
小
の
歴
史
を
調
べ
た
り
、
地
域
の
古
い
写
真
と
今
を

比
べ
た
り
し
て
、
年
月
の
積
み
重
ね
を
確
認
し
て
き
ま
し

た
。
同
じ
よ
う
に
、
小
学
校
の
六
年
間
が
あ
り
、
中
学
校

の
三
年
間
を
経
て
、
そ
の
先
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
夢
や

希
望
を
膨
ら
ま
せ
る
三
年
間
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
に
悔
い
て
も
過
去
は
変
わ
ら
な
い
。

ど
れ
ほ
ど
心
配
し
た
と
こ
ろ
で
未
来
も
ど
う

な
る
も
の
で
も
な
い
。

い
ま
、
現
在
に
最
善
を
尽
く
す
。

こ
れ
は

「経
営
の
神
様
」
と
言
わ
れ
た
松
下
電
器
産
業

（現
パ
ナ
ソ
ニ
ツ
ク
）
創
業
者
の
松
下
幸
之
助
氏
の
言
葉

で
す
。
変
化
が
激
し
く
、
予
測
困
難
な
時
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
四
郷
小
が
開
校
し
た
五
十
年
前
よ
り
も
、
次
の

五
十
年
を
想
像
す
る
こ
と
が
難
し
い
現
在
で
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
中
学
校
で
の
生

活
に
、
期
待
と
と
も
に
不
安
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
「今
」
が
な
け
れ
ば

「未
来
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
時
で
も

「今
」
を
大
切
に
し
、
「今
」
に
最
善
を

尽
く
し
、
「今
」
を
全
力
で
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
先
の
未
来

へ
む
け
て
、
大
き
く
、
た

く
ま
し
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。
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中
学
校
で
は
、
勉
強
、
部
活
動
、
習
い
事
、
趣
味
、
何
で
も
よ
い
の
で
ご
ざ
ヽ
、
▲
■
一
▼

自
分
が
「全
力
」
に
な
れ
る
も
の
を
見
つ
け
て
、
青
春
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

増
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業

お
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ざ
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さ

い
こ
１

ヤ
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↓
自
分
リ
カ
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て
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千

“な
ヵ

ド
ラ
え
も
ん
が

こ
う
言
っ
て
い
た
よ
。

「
卜い

にヽ
ｔ
し
て
い
る
ん
だ
よ
、
い
つ

そ
し
★
ら
だ
は
ん
と
に
し
あ
わ
せ
に
な
れ
る
ビ

ユあ
り
が
ヒ
つヽ
、
さ
よ
う
な
ら

六
年
生
。
松
本

υ

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
和
六
年
、
ぬ
に
残
っ
た
こ
と
ば
を
贈
り
ま
す
。

や
れ
る
か
や
れ
な
い
か
で
は
な
く
て
　
自
分
次
第

　

大
谷
翔
平

自
分
の
限
界
を
決
め
ず
、
東
来
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
。　
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田
今
昔
写
真

四
郷
小
学
校
編

6年生がグループ毎
|こ、 1枚の写真を手が
かり|こ当時の場所をた

ずねました。
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【あいさつ運動】

年間最優秀班

高 田丁2-2
下古屋 3-|

毎月第 1月

曜 日に正:門 。

南門で
｀
「あい

さつ運動」 を

行っています。

【創立 50周年記念式典】
2/8(土 )PTA総 務委員 (14名 )
創立 50周 年記念式典への参加に
て、来賓の方々への受付・接待・駐

車整理を行いました。

【スモックリユース活動 終了】

不要になったスモックのリユース活動を行っ

てまいりましたが、今和 7年度よリスモック
着用廃止となるため活動を終了いたします。

たくさんのご協力をいただきありがとうご

ざいました。

【みまもり隊】

安 全委員会を中′むとしたみまもり活

動は、毎月第 1木曜日と低学年下校時

に毎月 2回、実施 しています。

安全確保のため、登下校を引き続き

みまもっ

ていただ

きますよ

う、 ご協
力をお願

いします。

【環境整備】

第2回  10/15(土 )
2・ 4・ 6年の保護者(121人 )、 PTA
総務委員 (13人 )、 環境委員 (13人 )、
先生、ボランティアに参加いただき、環

境整備活動を実施 しました。

残 暑 厳

しヽ なヽか、

ご協 力 あ

りがとうご

さ
｀`
いました。

眩躙靱
【アルミ缶回収活動】

アルミ缶の常時回収

へのご協力ありが とう

ございます。

資源回収と合わせて、

今年度はコミュニケー

ションカー ドを贈るこ

とができました。

贈呈品は子どもたち

のアンケー トにより決

められています。

‘
こ
曇
解
■

【資源回収】

第 1回 7/9～  7/12 ¥10,910
第 2回 12/10～ 12/13 ¥12,560
個別懇談会に合わせて実施し、たく
さんの資源を回収することができました。
ご協力ありがとうございました。

鉄出」
郷罐喘吐颯制蒙』ぬ駒酬

ま
も
り
活
動
、
環
境
整
備
活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
資
源
回

収
な
ど
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ

て
よ
り
良
い
活
動
が
実
現
で
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

特
に
ア
ル
ミ
缶
回
収
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
取

り
組
み
、
近
年
で
最
も
多
く
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
四
郷
小
学
校
創
立
五
十
周
年
と
い
う
節
目
に
際
し
、

五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
之
一̈ｔ
て
も
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
盲
の
歌
姫

「若
渚
」
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
創
立
五
十
周

年
記
念
ソ
ン
グ
を
作
詞
作
曲
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
明
る
く
楽
し
く
歌
い
継
い
で
く
れ
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

次
年
度
も
新
会
長
を
中
心
に
、
教
職
員
や
保
護
者
の
方
々
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
日
高
校
長
先
生
、
自
井
教
頭
先
生
を
は
じ
め
、

皆
様
の
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
活
動
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
も
、

登
下
校

の
み

可
藤＋ガ

‘
　

Ａ


